
EXPO
2025

OSAKA , KANSAI , JAPAN

宮城県×大阪・関西万博 機運醸成シンポジウム

東北復興、そして先にある未来へ

お申し込み方法は、裏面をご覧ください

開催のご案内

トークネットホール仙台 小ホール

（仙台市民会館）
[ADDRESS] 宮城県仙台市青葉区桜ケ岡公園４ー１

[ACCESS] 地下鉄：南北線「勾当台公園」駅下車、徒歩10分

東西線「大町西公園」駅下車、徒歩10分

https://www.tohoku-kyoritz.co.jp/shimin/index1.html

開催日時

2024年
2025年に開催される大阪・関西万博まであと１年あまりとなる中

で、大阪・関西万博のテーマや理念、具体的な中身（コンテン

ツ）について東北の皆様に知っていただくとともに、東日本大震災

という逆境から力強く立ち上がる東北の姿を世界に発信するため、

「宮城県×大阪・関西万博」について皆様とともに考えます。

主催 内閣官房国際博覧会推進本部事務局

後援 宮城県（予定）・河北新報社

プログラム

● オープニング

● 開会挨拶

・ 国際博覧会担当大臣自見はなこ

・ 宮城県知事村井嘉浩

● プレゼンテーション①

「大阪・関西万博の運営と万博がもたらす価値について」

・ 大阪・関西万博会場運営プロデューサー石川 勝

● プレゼンテーション②

「大阪・関西万博と地域活性化」

・ 内閣官房国際博覧会推進本部事務局次長井上 学

● パネルディスカッション

「万博を契機にした東北復興」

・ 大阪・関西万博会場運営プロデューサー石川 勝

・ 石巻市長齋藤 正美

・ 一般社団法人東北観光推進機構理事長 紺野純一

・ 南三陸ホテル観洋女将 阿部憲子

● 記念写真撮影

＊プログラムや登壇者は変更になる場合がございます

2.6 (火)
開場 13:00 本番 14:00～16:00

開催場所

入場無料
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お申し込みは、下記申込みフォームからお願いいたします。

お申込みフォーム https://form.run/@expo-symposium-miyagi

※必要事項をご記入の上、お早めにお申し込みください

お問い合わせは
こちらまで

大阪・関西万博機運醸成シンポジウム事務局（東武トップツアーズ株式会社内）
[MAIL] expo_kiunjyosei@tobutoptours.co.jp
[TEL] 050-9000-5887 午前9:30～午後5:30（平日対応）
[担当] 海瀬、蒲ヶ原

入場無料

● 開会挨拶

● プレゼンテーション

● パネルディスカッション

※石川勝氏も参加

※モデレーター 河北新報

国際博覧会担当大臣

自見はなこ (じみ はなこ)

内閣府特命担当大臣（沖縄及び北方対策、消費者及
び食品安全、地方創生、アイヌ施策）、国際博覧会
担当大臣。認定内科医、小児科専門医。

宮城県知事

村井 嘉浩 (むらいよしひろ)

大阪府豊中市出身。防衛大学校（理工学専攻）卒業
後、陸上自衛官に任官。宮城県議会議員を三期10年
勤めた後、宮城県知事選挙に出馬し当選。現在五期
目。2023年9月から全国知事会会長。

内閣官房国際博覧会推進本部事務局次長

井上 学 (いのうえまなぶ) 

1991年通商産業省入省。経済産業省博覧会推進室
長、観光庁参事官、商務・サービスグループ2025
年国際博覧会統括調整官などを経て、2022年4月よ
り内閣官房国際博覧会推進本部事務局次長。

大阪・関西万博会場運営プロデューサー

石川 勝 (いしかわまさる)

札幌市生まれ。博覧会や展示会を数多く手掛け、
2005年愛知万博ではチーフプロデューサー補佐と
して基本計画策定に従事、ロボットプロジェクト、
愛･地球広場、極小IC入場券をプロデュース。

石巻市長

齋藤正美 (さいとうまさみ)

宮城県石巻市蛇田生まれ 。石巻市議会
議員、宮城県議会議員（4期16年在
任）、第38代宮城県議会副議長を歴任。
一級建築士、インテリアプランナー、
宮城県被災建築物応急危険度判定士。

一般社団法人 東北観光推進機構理事長

紺野純一 (こんのじゅんいち)

福島県福島市出身。びゅうプラザ仙台
所長、福島駅長、仙台駅長などを歴任
後、仙台ターミナルビル株式会社専務
取締役ホテル事業本部長兼ホテルメト
ロポリタン仙台総支配人などを経て
2015年東北観光推進機構専務理事に就
任。2022年6月より現職。

南三陸ホテル観洋女将

阿部 憲子 (あべのりこ) 

東日本大震災発生時には自社も被災す
る中、周辺住民の避難を仮設住宅へ移
るまでの180日間にわたって受け入れ
た。子どもの学習支援を行うほか、
「南三陸キラキラ丼」、震災を風化さ
せないための「語り部バス」と「南三
陸てん店まっぷ」を発案し、地域活性
化に尽力。


